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宗

＼
賢
所
い
禾
皇1
皇
后
両
陛
下
、

皇
太
子
・
同
妃
両
殿
下
、
三
笠
宮
殿
下
へ
献
上
＼

4月祭事暦

三
月
十
五
日
（
木
）
神
島
宮
司
、
随
行
神
職
・
漁
業
関
係
者
ら
が

宮
中
へ
参
内
し
、
賢
所
、
天
皇
・
皇
后
両
陛
下
、
皇
太
子
・
同
妃
両
殿

下
、
三
笠
宮
殿
下
へ
早
春
採
取
の
玄
界
灘
産
若
布
を
献
上
申
し
上

げ
た
。

こ
の
皇
室
へ
の
若
布
献
上
は
昭
和
三
十
八
年
、
宗
像
七
浦
と
称

さ
れ
る
宗
像
郡
内
七
漁
協
（
大
島
・
鐘
崎
・
神
湊
．
勝
浦
・
地
ノ
島
・

津
屋
崎
・
福
間
）
の
組
合
員
で
結
成
さ
れ
た
「
宗
像
大
社
海
洋
神
事

奉
賛
会
」
（
現
会
長
1
1

村
田
繁
美
宗
像
漁
協

地
ノ
島
地
区
代
表
理

事
）
設
立
の
際
に
宗
像

大
神
の
御
神
徳
が
、
国

家
・
皇
室
の
守
護
に
あ

る
と
い
う
由
緒
を
も

っ
て
、
皇
室
の
御
安
泰

と
聖
寿
の
長
久
万
歳

を
祈
念
し
て
始
め
ら

れ
た
。
今
年
で
四
十
五

回
目
を
迎
え
た
こ
の

「
若
布
献
上
」
は
秋
の

「
み
あ
れ
祭
ー
海
上
神

[ 

|1 日春季大祭 (1 日目）

午前11 時～一日祭
（氏子希幣、主基地方風俗算、補安算）

午前9時～
奉納剣道大会

|2日春季大祭(2 日目）

午前11 時～二日祭
（献上若布採取者表形）

午前 11 時40分～
交通安全講社祭
高宮祭
第二宮・第三宮祭
宗像戦国神社春祭

午後2時～
献茶祭（南坊流小方社中）

| 15日肖茨祭
午前10時～
高宮祭
第二宮・第三宮祭
引き続き宗像護国神社

午前 11 時～
総社祭豊栄舞奉奏

|29日昭和祭
午前 11 時～

国
東
半
島
は
、
両
子
山
を
軸
に
尾

根
が
四
方
・
八
方
に
伸
び
、
そ
の
谷
こ

と
に
郷
が
あ
る
。
古
代
よ
り
、
こ
の
森

厳
な
山
谷
の
自
然
現
象
に
人
々
は
神

仏
を
感
じ
観
念
し
て
き
た
。
そ
し
て
、

宇
佐
神
宮
と
む
す
び
つ
き
神
仏
習
合

の
文
化
が
花
開
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
郷
の
―
つ
に
田
染
郷
が
あ
る
。
こ

こ
は
宇
佐
神
宮
に
よ
り
開
墾
さ
れ
た

荘
園
が
残
っ
て
お
り
、
天
引
社
と
い
う

水
神
様
を
中
心
に
棚
田
が
当
時
の
姿

で
広
が
っ
て
い
る
。
こ
の
空
間
が
、
中
世

の
景
観
を
そ
の
ま
ま
残
し
こ
王
渇
た

し
て
、
田
園
空
間
博
物
館
「
田
染
荘
」

の
名
称
で
保
存
事
業
が
行
わ
れ
て
い

る
▼
こ
の
地
域
は
、
高
度
成
長
・
バ
ブ

ル
経
済
の
時
代
と
、
そ
の
時
流
に
乗

り
遅
れ
た
が
、
町
は
結
局
、
中
途
半
端

な
開
発
を
免
れ
た
こ
と
に
な
り
、
現
在

の
「
昭
和
の
町
」
、
ま
た
田
園
空
間
博

物
館
「
田
染
荘
」
へ
と
繋
が
る
▼
岡
倉

天
心
は
、
日
本
は
イ
ン
ド
文
明
・
中
国

文
明
と
繋
が
る
ア
ジ
ア
文
明
の
博
物

館
で
あ
る
と
語
っ
て
い
る
。
「
こ
の
民

族
は
古
い
も
の
を
失
う
こ
と
な
く
、

新
し
い
も
の
を
迎
え
入
れ
る
、
『
不
二

一
元
思
想
』
の
精
神
に
よ
り
宗
教
儀

礼
や
哲
学
、
音
楽
、
衣
装
、
発
音
、
儀
式

等
見
事
な
成
果
を
生
み
出
し
て
保
存

さ
れ
て
い
る
」
と
▼
ア
ジ
ア
文
明
の
博

物
館
と
し
て
意
識
せ
ず
日
常
の
中
に

保
存
さ
れ
て
い
る
日
本
の
伝
統
・
文

化
・
自
然
を
、
意
識
し
て
伝
え
て
ゆ
く

時
か
も
し
れ
な
い
。

(
H
.
W
)神具・装束

令井

結婚式場調度品
福岡店〒812-0045福岡市博多区東公園2-31

ぃ． 篭話福岡(Oq2)65 I -q456番
ヽ］本店〒600-8231 京都市下京区油小路六粂北入

篭話 (075)341-3341 （代）～4番
(075)343-3341 番

木組の家 匠の技

株式会社女江組
〒81 1-3 4-06福岡県宗像市稲元 1025 電話co q4-0)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http://www.munakata-taisha.or.jp/ 
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幸
」
と
並
ぶ
同
会
の
一
大
行
事
で
i
り
、
海
水
温
度
の
高
さ
が
心
配
さ
ー
上
、
謹
み
て
賢
所
へ
献
上
申
し
上
一
官
を
通
じ
て
三
笠
宮
家
へ
も
献
上
i
尚
、
本
年
の
若
布
献
上
に
際
し
、

あ
る
。
一
れ
た
が
、
時
化
も
少
な
く
生
育
が
こ
け
た
。
＿
申
し
上
げ
、
こ
こ
に
平
成
十
九
年
ー
格
別
の
こ
支
援
を
賜
り
ま
し
た
出

献
上
若
布
の
謹
製
は
、
厳
寒
の
一
早
く
採
取
も
順
調
に
進
み
、
質
は
一
続
い
て
宮
内
庁
侍
従
職
大
村
卓
一
の
「
若
布
献
上
の
儀
」
は
滞
り
無
く
一
光
興
産
闊
、
全
日
本
空
輸
闊
様
を

玄
界
灘
で
同
会
会
員
の
手
で
二
月
一
例
年
同
様
色
合
い
も
緑
鮮
や
か
で
一
司
氏
へ
挨
拶
に
伺
い
、
天
皇
・
皇
后
]
終
了
し
た
。
ー
は
じ
め
、
多
数
の
方
々
に
は
略
儀

二
十
日
よ
り
採
取
。
「
椿
油
」
を
塗
：
あ
り
、
奉
製
作
業
中
も
磯
の
香
り
一
両
陛
下
へ
神
島
宮
司
以
下
謹
ん
で
一
一
な
が
ら
紙
面
を
も
ち
ま
し
て
篤
く

っ
た
板
に
若
布
を
張
り
付
け
、
天
一
が
す
る
良
質
の
も
で
あ
っ
た
。
一
献
上
申
し
上
げ
た
。
神
島
宮
司
が
{
-
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

日
で
干
す
「
板
干
し
」
と
い
う
古
来
i
献
上
前
日
の
十
四
日
午
前
十
一
ー
記
帳
の
後
、
掌
典
職
梅
澤
宏
和
氏
一
一
「

時
、
宗
像
大
神
の
御
神
前
に
杉
柾
に
こ
案
内
頂
き
宮
中
三
殿
仮
殿
を
一

の
加
工
法
で
調
整
さ
れ
一
旦
当
大
一

社
へ
奉
納
。
そ
れ
を
神
職
・
巫
女
が
一
目
箱
に
納
め
白
布
に
包
ま
れ
た
一
参
拝
さ
せ
て
頂
き
宮
中
で
の
献
上
i

形
を
整
え
規
定
の
量
を
袋
に
収
一
「
献
上
若
布
」
を
奉
安
し
、
「
若
布
献
一
の
儀
を
滞
り
無
く
終
え
た
。

め
、
そ
の
中
か
ら
厳
選
し
た
も
の
＼
上
奉
告
祭
」
を
斎
行
、
本
年
も
御
献
一
宮
中
を
辞
し
た
一
行
は
東
宮
へ
”

六
キ
ロ
が
献
上
品
と
し
て
奉
製
さ
一
上
が
無
事
執
り
行
わ
れ
る
よ
う
祈
一
向
か
い
、
東
宮
侍
従
職
坂
根
工
博
一

れ
た
。
一
念
し
た
。
祭
典
終
了
後
、
神
島
宮
司
一
氏
を
通
じ
て
皇
太
子
・
同
妃
両
殿
一

今
年
は
暖
冬
と
い
う
事
も
有
一
以
下
一
行
は
「
献
上
若
布
」
を
捧
持
一
下
へ
献
上
、
更
に
三
笠
宮
家
宮
務
一

一
：
言
]

た
。春

麗
ら
か
な
天
候
に
恵
ま
れ
た

献
上
当
日
、
神
島
宮
司
・
随
行
神

職
・
権
田
正
喜
氏
（
鐘
崎
漁
協
組
合

長
）
・
豊
福
正
人
氏
（
宗
像
漁
協
大

島
支
所
）
の
四
名
は
坂
下
門
よ
り

宮
中
へ
参
内
。

掌
典
長
井
関
英
男
氏
に
神
島
宮

司
が
若
布
献
上
の
旨
を
奏
申
の

人事異動（神職）——---------
四月一日付で人事異動を下記の通り行いました。

禰宜 堤 宏 文化財管理事務局長
ff 葦津幹之 庶務部長

海洋分局長

宗像大社菊花会事務局長（兼）

主基地方風俗舞保存会事務局長（兼）
氏子青年会事務局長（兼）

経理部長
宮司兼務社管理主任（兼）

祭儀部長

宗像護国神社管理主任（兼）

祭儀部儀式課長
氏子会幹事長（兼）

海洋分局主任（中津宮）
宗像大社菊花会事務局員（兼）

経理部用度課主任
宗像大社菊花会事務局員（兼）

祭儀部賽務課主任

氏子会幹事（兼）
氏子青年会事務局（兼）
庶務部広報課主任

宗像大社歌会担当（兼）

庶務部庶務課主任
経理部会計課主任（兼）
祭儀部儀式課員

氏子会幹事
祭儀部儀式課員

氏子会幹事（兼）
宗像大社菊花会事務局員（兼）

主基地方風俗舞事務局員（兼）

庶務部庶務課員
宮司秘書（兼）
祭儀部儀式課員

氏子会幹事

主基地方風俗舞保存会事務局員

権禰宜

" 
渡邊

安彦

" 
佐々木大冶

" 
中原

" 
坂本

" 
御床

" 
大塚

" 
長友

" 
壺岐

" 
飯田

" 
松林

出 仕

杉山

吉野

秀丸

裕生

敬

直之

宗延

貞冶

貴寿

明宏

拓

理

宗
像
漁
業
協
同
組
合

大
島
支
所
豊
福

鐘
崎
漁
業
協
同
組
合

組
合
長
権
田

宗
像
大
社宮

司
権
禰
宜

神
島

長
友

正
人

正
喜 喜定

本
年
の
若
布
献
上
者
は
左
記
の
通
り
。
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一
元
上
八
今
門
地
区
住
民
二
十
余
]
冗
は
、
大
友
勢
等
に
侵
略
の
隙
を

」
名
、
代
々
宗
像
家
に
仕
え
こ
の
地
」
与
え
な
い
為
、
三
年
間
隠
密
に
せ

i
に
氏
貞
公
を
埋
葬
し
た
占
部
家
の
＼
ょ
と
の
遺
言
に
よ
り
世
間
に
は
病

：
人
々
が
焼
香
し
氏
貞
公
を
偲
ん
：
中
と
し
、
亡
骸
は
竹
皮
籠
に
納
め

宗
像
大
宮
司
氏
貞
公
（
第
八
十
一
い
日
和
と
な
る
。
墓
碑
の
あ
る
上
一
で
あ
る
承
福
寺
と
の
墓
石
保
存
協
だ
。
．
て
深
夜
、
占
部
右
エ
門
が
背
負
い

代
大
宮
司
）
の
墓
前
祭
が
命
日
の
八
地
区
周
辺
の
田
園
に
は
菜
の
議
の
お
り
、
神
式
と
仏
式
で
隔
年
氏
貞
公
は
、
戦
国
乱
世
に
あ
っ
上
八
村
「
乙
尾
の
丘
上
・
老
松
の

三
月
四
日
に
執
り
行
わ
れ
た
。
花
や
、
木
蓮
が
み
こ
と
に
咲
き
誇
毎
に
墓
前
祭
を
奉
仕
す
る
こ
と
が
て
、
弘
治
三
年
に
焼
失
し
た
本
殿
下
」
に
埋
葬
さ
れ
た
。

例
年
、
こ
の
日
は
寒
さ
厳
し
く
、
っ
て
い
た
。
一
定
め
ら
れ
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
を
天
正
六
年
に
再
建
、
ま
た
祭
祀
墓
前
祭
終
了
後
、
地
元
今
門
公

時
に
は
小
雪
が
舞
う
中
で
の
祭
典
こ
の
墓
前
祭
は
、
氏
貞
公
こ
逝
午
前
十
一
時
、
暖
か
い
木
漏
れ
の
厳
正
化
等
の
改
革
を
行
い
宗
像
民
館
で
直
会
が
行
わ
れ
、
戦
国
乱

と
い
う
印
象
が
強
い
が
、
今
年
は
一
去
四

0
0
年
忌
に
あ
た
る
昭
和
六
i
日
と
、
鶯
の
さ
え
ず
り
の
中
、
墓
前
一
神
社
復
興
に
尽
力
し
御
神
威
の
護
i
世
の
中
、
宗
像
神
社
・
神
郡
宗
像
の

暖
冬
で
ま
っ
た
＜
寒
さ
を
感
じ
な
十
一
年
に
、
宗
像
大
社
と
菩
提
寺
祭
は
仏
式
に
よ
り
承
福
寺
埜
村
住
持
に
努
め
ら
れ
た
。
復
興
に
尽
力
さ
れ
た
御
遺
徳
を
偲

]
'
A
9

ー
ゑ
憶
．
職
、
隣
船
寺
田
代
住
職
外
一
名
の
そ
の
氏
貞
公
は
、
天
正
十
四
年
び
、
酒
を
酌
み
交
わ
し
な
が
ら
和

芯
ぃ
砂
僧
侶
の
奉
仕
で
読
経
が
あ
げ
ら
]
有
‘
風
邪
が
原
因
で
蔦
ヶ
岳
城
で
i
や
か
な
一
時
を
す
こ
し
た
。

れ
、
宗
像
大
社
よ
り
渡
邊
禰
宜
、
地
]
迪
去
、
四
十
二
歳
で
あ
っ
た
。
そ
の
i

国

s

本
年
は
仏
式
に
て
斎
行
S
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島
根
県
立
士
兄
n
＾
奎
h
歴
H
又
慎
五
物
品
即
腿
薔
距

ー
国
宝
・
沖
ノ
島
神
宝
を
3
9
2

点
出
陳
ー

三
月
十
日
「
神
々
の
国
」
出
雲
の
地
に
一
約
五
百
人
、
又
来
賓
と
し
て
当
大
社
神
島

島
根
県
立
古
代
出
雲
歴
史
博
物
館
（
出
一
宮
司
出
席
の
も
と
盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

雲
市
大
社
町
杵
築
東
）
が
開
館
し
た
。
そ
一
同
博
物
館
は
「
古
代
出
雲
文
化
の
継

の
前
日
、
九
日
の
開
館
記
念
式
典
は
、
澄
一
承
」
を
韮
本
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
、
全
国
へ

田
島
根
県
知
事
、
出
雲
大
社
千
家
宮
司
、
一
の
文
化
発
信
の
一
大
拠
点
を
目
指
し
て

地
元
選
出
国
会
議
員
を
は
じ
め
関
係
者
一
い
る
。

ー
常
設
展
示
に
は
、
平
成
十
二
年
に
隣
接

一
す
る
出
雲
大
社
の
拝
殿
北
側
で
発
掘
さ

し
ん
の
み
は
し
ら

一
れ
た
直
径
約
三
メ
ー
ト
ル
の
「
心
御
柱
」

か
な
わ
の
こ
ぞ
う

]
や
出
雲
国
造
家
に
伝
わ
る
「
金
輪
御
造

―
ぇ
い
さ
し
ず

]
営
差
図
」
に
基
づ
き
復
元
さ
れ
た
巨
大

神
殿
の
模
型
を
展
示
、
又
荒
神
谷
遺
跡

一
か
ら
出
土
し
た
国
宝
の
青
銅
器
や
出
雲

一
神
話
・
風
土
記
の
世
界
を
シ
ア
タ
ー
で
紹

一
介
さ
れ
、
大
人
か
ら
子
供
ま
で
親
し
み
や

：
す
い
博
物
館
と
し
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。

i
今
回
、
開
館
記
念
特
別
展
と
し
て
神
話

一
の
里
・
出
雲
に
ち
な
み
、
「
神
々
の
至
宝

S

」
祈
り
の
こ
こ
ろ
と
美
の
か
た
ち
S

」
（
五
月

i /, l, 
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二
十
日
ま
で
）
を
開
催
。
神
宮
、
熊
野
速
一
場
合
の
点
数
）
。
神
へ
の
祭
祀
の
遡
源
と
な

玉
大
社
、
春
日
大
社
、
祇
園
八
坂
神
社
一
る
沖
ノ
島
祭
祀
と
神
宝
は
、
展
示
の
根
幹

等
西
日
本
著
名
神
社
の
御
神
宝
を
展
一
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
よ
う

示
、
当
大
社
か
ら
も
沖
ノ
島
祭
祀
遺
跡
一
で
あ
る
。
各
神
社
の
御
神
宝
が
一
堂
に
集

出
土
神
宝
を
出
陳
、
「
古
代
祭
祀
と
神
宝
一
ぃ
、
神
々
し
い
雰
囲
気
漂
う
本
特
別
展
は
、

の
源
流
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
一
大
変
豪
華
で
見
こ
た
え
が
あ
っ
た
。

出
陳
し
た
沖
ノ
島
神
宝
は
、
三
角
縁
神
一
ま
た
、
同
博
物
館
は
、
指
定
管
理
者
制

獣
鏡
、
勾
玉
な
ど
の
玉
類
、
刀
剣
・
桂
甲
小
一
度
を
取
り
入
れ
、
館
の
管
理
、
運
営
を
民

札
な
ど
の
鉄
製
武
器
や
武
具
、
馬
具
、
金
一
間
に
委
託
し
て
い
る
点
で
、
全
国
的
に
も

銅
製
高
機
、
金
銅
製
五
弦
琴
、
金
銅
製
紡
一
珍
し
い
館
で
あ
る
。
華
々
し
く
ス
タ
ー
ト
を

織
具
、
土
器
な
ど
、
合
計
3
9
2

点
（
ネ
ッ
―
き
っ
た
同
博
物
館
が
今
後
い
か
に
進
化
し

ク
レ
ス
状
の
ガ
ラ
ス
玉
を
一
連
と
数
え
た
一
て
い
く
の
か
、
そ
の
動
向
が
見
逃
せ
な
い
。
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平成19年・日本海々戦記念

う中；車宮涅見士也プゞ祭の 1卸案：肉
今年も沖ノ島西方洋上で明治38年に行われた日本海海戦を卜して、年に一度沖ノ島に渡島参拝し、
『沖津宮現地大祭』が斎行されます。
下記、要項で参加者を募集致しますので、参拝こ＊希望の方はお申し込み下さい。

一①参拝者は沖津宮奉賛会費として 1 名に付き、 20,000
円お納め頂きます。

②参拝御希望の方は当大社より『参拝申し込み書』をお取
り寄せ頂き4月30日迄（必着）に社務所まで御返送下さい。

③沖ノ島渡島前日の5月 26 日（土） 18:00迄に中津宮（筑前

大島）に到着し、受付を済ませ、渡島安全祈願祭に御参列し

ていただきます。（祭典後、各班ごとに説明会を行います）
④ 5月 27 日（日） 7:00前後に大島港を出港。
沖ノ島到着後、直ちに海水で面契をして頂きます。

・祭典は 10:00 の予定です。
·13:00 沖ノ島を出港の予定で、大島着島は 15:00頃の予定です。

大島·神湊間のフェリー最終便は 18:00です。
⑤海上模様等で沖ノ島渡島が中止になった場合は、大島
の沖津宮遥拝所で祭典を斎行致します。

⑥乗船者数に制限がありますので、定員を超える場合に
は御遠慮願います。

⑦年令70オ以上の方や、関係筋の通達により健康状態
が良好でない方、長時間の乗船に耐えられない方は御
遠慮願います。

⑧申し込み者には、受付後参加の諾否を葉書で御通知申
し上げます。

一①遊山・魚釣等を目的とし、釣具類を持参しての乗船は固く禁止します。

もし違反があれば乗船をお断り致します。
②沖ノ島上陸の際は古例により海水で面契をし、心身を清める事。
③御神水以外は、一木一草一石たりとも持ち帰る事を禁止します。
④厳重なる掟がある為婦女子の参拝は固くお断わり致します。
大島での宿泊につきましては、参拝要項に同封の、大島
の旅館・民宿のパンフレットを御参照の上、各自で直接

予約願います。

申込書・参拝心得・参拝要項等を用意しておりますので、

返信用切手を同封の上、下記宛までお申し込み下さい。

申し込み先
〒811-3505 福岡県宗像市田島2331

宗像大社社務所祭儀部『沖津宮現地大祭』係

TEL (0940) 62-1311 〈代表〉
FAX (11) 62-1315 

中津宮（大島）での渡島安全祈願祭（前日の26 日）

沖津宮（沖ノ島）での現地大祭（27日）

船上から見た沖ノ島
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一
れ
て
行
っ
て
く
れ
と
船
の
帆
の
ま
1
0
mに
達
す
る
も
の

一
ね
を
し
た
ら
、
分
っ
た
の
で
あ
ろ
―
も
あ
る
。
茎
は
強

一
う
。
し
ば
ら
く
す
る
と
数
人
が
小
一
靭
で
、
し
な
や

一
船
を
漕
い
で
き
た
。
こ
れ
に
乗
せ
一
か
で
、
大
き
い

一
ら
れ
る
と
、
船
を
漕
げ
と
悼
を
渡
一
も
の
は
さ
い

一
さ
れ
た
が
、
み
ん
な
疲
れ
て
動
か
一
て
細
く
し
て

南
海
紀
聞
を
少
し
訳
し
て
み
よ
一
え
ら
れ
、
た
く
さ
ん
の
ナ
マ
コ
が
一
だ
ろ
う
か
ら
、
彼
等
に
頼
ん
で
頭
一
す
体
力
が
な
い
。
断
わ
る
と
、
黒
坊
]
使
う
。
敷
物
、

―
い
り
こ
―
―
け
た
お
~

う
。
黒
坊
等
が
再
び
あ
ら
わ
れ
、
身
一
集
め
ら
れ
、
海
参
（
煎
海
鼠
、
ナ
マ
ー
目
の
い
る
と
こ
ろ
に
連
れ
て
い
っ
ー
は
大
い
に
怒
っ
て
、
五
六
を
蹴
倒
ー
籐
イ
ス
、
ス
テ

i
げ
ん
こ
っ

に
つ
け
て
い
る
も
の
を
奪
っ
て
い
一
コ
の
腸
を
と
り
去
り
、
ゆ
で
て
干
一
て
も
ら
い
、
帰
え
ら
れ
る
よ
う
に
一
し
、
拳
骨
で
な
ぐ
っ
た
。
み
な
合
掌
i
ッ
キ
、
細
工
物

く
。
懐
も
探
り
、
鼻
紙
袋
（
鼻
紙
、
薬
i
し
た
も
の
。
日
本
で
も
近
世
に
は
一
：
し
て
、
肢
体
不
自
由
を
訴
え
た
。
よ
一
に
も
用
い
ら

品
、
金
銭
な
ど
を
入
れ
た
袋
）
に
い
ー
中
国
に
輸
出
さ
れ
た
。
中
国
料
理
」
h

ー
う
や
く
聞
き
分
け
て
許
し
た
。
「
合
れ
た
。
現
在
で

た
る
ま
で
、
こ
と
こ
と
く
剥
ぎ
取
ー
の
高
級
材
料
と
し
て
も
珍
重
、
俵
―
こ

-
r

二
‘
掌
は
天
竺
地
方
の
敬
礼
な
れ
ば
、
も
家
庭
に
籐
製

っ
て
い
っ
た
。
「
是
正
月
十
二
日
夜
物
）

L
-

―
＿
.
]
-
』
-
[
自
然
と
通
じ
た
の
で
お
う
ろ
う
」
品
は
多
い
こ
と

間
の
事
な
り
」
一
こ
こ
は
黒
坊
達
は
漁
ー
』
i

1

、
‘
）
＇
一
、
·
-
｛
の
二
来
せ
ら
れ
た
船
は
全
て
籐
を
も
っ
：
こ
思
う
。

＇
｛
ジ
．
i
-
こ

弓

a

t
~

そ
の
朝
、
食
べ
物
を
求
め
て
、
彼
一
を
し
、
ま
た
仕
事
場
、
ヽ
：
年

1

一
＊
二
っ
一
て
縛
り
、
鉄
釘
を
用
い
ず
、
そ
の
形
一

．

I
,

．
，
．
J
?
，
．
一
．
｝
だ
一

！
八

|
‘
.
.
.
h・

等
の
住
家
に
行
っ
て
、
ま
た
蕃
藷
で
あ
り
平
常
の
住
家
必
和
以
汎
汀
こ
f

L
m
^
-
[

』
]
g
は
船
首
と
船
尾
共
に
尖
り
、
船
底

を
も
ら
っ
て
食
べ
た
。
住
宅
は
四
]
で
は
な
か
っ
た
。
こ
の
島
の
i
f

5
t1
そ
こ
：
も
尖
っ
て
い
た
の
で
、
不
安
定
な
i

方
、
か
こ
い
の
壁
も
な
く
、
屋
根
は
名
を
「
マ
ギ
ン
タ
ロ
ヲ
（
フ
ィ
リ
ピ
-
]
•
二
=
二
]
-
▲
た
め
、
両
わ
き
に
竹
を
も
っ
て
囮

ぃ
た
[
[
口
]

□
□口が
｀
口
□
い
い
J
ー
'
-
}
ロ
ニ
〖

□叫
，
て
い

々
シ
ギ
．
ぷ
ォ
/
J
を
し
た
。
深
夜
に
な
←
』
―
=
-
『
-
―
一
ぅ
ヵ
軋
f

r

、
応
ヅ
u
っ
て
も
、
冷
え
る
こ
：

□
-
は
「
ほ
ち

口
．
叫3

こ
と
が
な
く
、
、
ニ
―
}
>
ー
よ
く
」
と
云
、

ご
―

五
・
六
月
の
気
―
一
へ
る
物
で
造
會

候
と
異
な
ら
な
一
一
ら
れ
、
一
帆
に

9
;

か
っ
た
。
み
ん
一
頼
ん
で
み
る
こ
と
と
な
っ
た
。
彼
一
三
柱
を
設
け
、

な
で
話
し
合
―
等
に
拇
指
（
親
指
）
を
あ
げ
、
頭
目
一
左
右
の
風
に
便
い
す
」
。

一
と
う

っ
た
こ
と
は
、
•
あ
り
や
と
い
う
仕
草
を
し
た
と
こ
籐
は
ラ
タ
ン
と
も
い
い
、
ヤ
シ
科
・

こ
の
者
達
に
一
ろ
、
相
手
は
分
っ
た
と
み
え
て
西
：
ト
ウ
属
ツ
ル
性
で
木
に
か
ら
ま
っ
i

か
し
ら

も
頭
目
が
い
る
方
を
指
し
た
。
そ
こ
で
そ
こ
に
連
て
成
長
を
し
、
茎
の
長
さ
は
二
〇

（続）

9

.

 

ょ
a
ヽ
°
ハ
ー
『゜

怠
r1‘ 

213 

い
し
い
た
だ
し

,...—·臼
ズ窃KI夕V
な字：

卓
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北
九
州
市
八
幡
竹
内
結
子

花
粉
症
き
つ
い
苦
し
い
あ
あ
つ
ら
い
保
湿
ペ
ー
パ
ー
め
ぐ
ん
で
下
さ
い

国
五
言
ぃ
胃
“
]
い
認
ロ
ロ
『
累
い
る
四
、
五
句
。
添
え
ら
れ
た
イ

宗
像
市
ひ
か
り
が
丘
清
水
あ
や
こ

暖
か
な
気
候
が
続
き
草
花
は
季
節
分
か
ら
ず
花
び
ら
く

異
常
気
象
に
戸
惑
う
草
花
に
こ
こ
ろ
寄
せ
る
優
し
い
視
線
。
字
足
ら
ず
の

o
o結
句
は
「
自
が
花
ひ
ら
く
」
と
す
る
。

宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

冠
雪
の
朝
日
輝
く
山
眺
め
夫
と
並
ん
で
吊
橋
渡
る

o
o
:
]。「
朝
の
日
に
冠
雪
か
が
や
く
」
と
し
、
山
か
吊
橋
の
名
が
あ
る
と

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

北
京
市
の
景
山
園
に
は
ぐ
れ
ゐ
し
言
葉
通
ぜ
ず
夕
闇
せ
ま
る

回
戸
げ
認
豆
汀
0良
か
っ
た
。
「
ゐ
し
」
は
過
去
形
だ
か
ら
「
は
ぐ

福
津
市
光
陽
台
香
月
照
子

暖
冬
に
真
白
く
積
も
り
し
雪
景
色
は
か
な
く
き
え
て
明
日
は
節
分

囲
閂
彗
汀
筐
直
灼
且0

0ぃ出
し
、
「
雪
景
色
」
の
硬
い
語
を
生

北
九
州
市
八
幡
西
区
吉
田
ウ
ト
子

芯
を
研
ぎ
神
の
御
手
に
委
ぬ
べ
し
「
八
方
塞
」
と
ふ
厄
年
め
ぐ
り
来

＿
評
一
信
念
深
い
人
だ
ろ
う
。
初
句
は
字
余
り
で
も
「
心
澄
ま
せ
」
が
い
い
。

北
九
州
市
戸
畑
区
田
中
ハ
ッ
セ

庭
に
咲
く
白
梅
に
木
瓜
椿
の
花
角
笛
草
も
春
を
告
げ
を
り

斉
に
花
ひ
ら
く
庭
を
持
つ
作
者
が
羨
ま
し
い
。
上
句
は
「
庭
に
咲
き
白
梅

回
』
木
瓜
椿
ま
た
」
と
定
型
に
詠
う
こ
と
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子

寒
き
日
は
棒
雑
巾
を
つ
る
つ
る
と
這
わ
せ
る
や
う
に
掃
除
を
終
わ
る

回
汀
鱈
長
屑
感
の
人
が
多
い
だ
ろ
う
一
首
。
た
だ
四
句
は
「
這
わ
せ
る

社
歌
会
詠
革

大
野
展
男
選
毎
月

2
5日
メ
切

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

冬
の
海
を
三
日
漂
流
の
三
人
が
救
助
さ
れ
た
り
わ
れ
は
声
挙
ぐ

回
賃
虹0
、
冬
の
海
の
怖
さ
を
知
る
も
の
の
、
驚
き
と
安
堵
感
が
凝
縮
さ
れ

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

た
め
息
は
命
を
硝
る
鎚
か
な
我
も
つ
ら
れ
て
老
い
た
る
吾
身

圏
闘
]
)
正
八
口
鱈
心
戸
這
゜
し
、
「
た
め
息
は
命
を
削
る
飽
と
ぞ
つ
ら
れ
て
吾
も
し

宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

あ
に
い
も
う
と

神
に
掌
を
合
は
せ
て
想
ふ
砒
の
か
ほ
兄
妹
の
か
ほ
妻
と
子
の
か
ほ

回
謬
い□訴
汀
麟
□0
こ
と
を
す
る
。
神
の
持
つ
力
で
あ
ろ
う

福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

あ
じ
さ
い
の
先
端
の
芽
の
び
と
か
わ
が
む
け
て
団
地
の
風
な
ま
ぬ
る
き

回
鱈
只
ぎ
`
汀
[
詞
言
霜
汀
喜
汀
。
て
あ
る
。
「
ぬ
る
き
」
の

宗
像
市
東
旭
が
丘
天
野
玲
子

ぼ
そ
ぼ
そ
と
豆
ま
き
お
れ
ば
隣
り
家
に
幼
の
高
き
豆
撒
き
の
声

の
歌
友
の
平
川
和
子
さ
ん
に
「
夫
ひ
と
り
豆
撒
く
声
の
『
鬼
は
外
j
年
経
る
こ
と
に

匿
n
t
f
．
く
こ
と
し
」
が
あ
る
。
少
子
化
と
共
に
伝
承
の
行
事
も
減
っ
て
ゆ
く
の
だ
ろ
う
か
。

福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

音
も
な
き
小
雨
に
ぬ
れ
て
初
詣
で
春
に
さ
き
が
け
匂
ふ
白
梅

回
只
□
い
」
註
麟
汀
疇
』
』
ツ
』
』
か

0
ぃ
。
初
句
を
「
朝
よ
り
の
」
「
昨

宗
像
市
大
島
杉
田
膿
子

気
に
入
り
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
を
胸
に
あ
て
鏡
に
微
笑
む
孫
は
六
歳

匿
「
孫
」
の
所
に
名
前
を
入
れ
る
の
も
一
方
法
で
あ
ろ
う
。

宗
像
市
田
野
森
公
子

見
渡
せ
る
玄
海
灘
は
静
も
り
て
春
の
陽
を
浴
び
銀
に
煙
＜

回
麟
』
]
[□い
い
い
。
一
首
で
あ
る
。
上
句
を
「
鐘
崎
の
岬
よ
り
見
る

宗
像
市
池
田
森
龍
子

橙
の
び
と
色
赤
く
床
の
間
の
空
気
締
ま
り
て
正
月
迎
ふ

国
汀
疇
汀
讀
只
。
を
生
か
す
に
は
「
橙
の
赤
き
ひ
と
色
」
は
ど

f
f
l
m田
言
｀
｀
i
t
t
[
出
口

宗
像
市
光
岡
白
土
凌
一

春
近
し
う
ぐ
い
す
飛
び
て
心
洗
う

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

錠
剤
を
掌
に
遊
ば
せ
る
雨
水
か
な

宗
像
市
東
郷
田
中

憲
象

お
も
む
ろ
に
弓
引
く
神
事
鬼
や
ら
い

新
た
な
年
に
変

」
わ
る
正
月
は
、

我
々
に
と
っ
て
一
年
で
最
も
忙
し
い
時
期
の

為
、
一
年
を
振
り
返
っ
て
る
暇
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
こ
の
年
度
末
は
一
年
と
い
う
時
間

を
振
り
返
り
、
時
の
早
さ
を
痛
感
す
る
と

共
に
深
く
反
省
も
す
る
季
節
で
す
▼
ま
た

春
は
他
の
事
業
所
と
同
様
に
、
別
れ
と
出

会
い
が
あ
り
ま
す
。
永
年
共
に
神
明
奉
仕

し
た
職
員
と
の
別
れ
は
、
何
と
も
言
え
な
い

寂
し
さ
が
あ
り
ま
す
が
、
神
縁
に
よ
り
新

た
な
職
員
も
入
っ
て
き
ま
す
。
今
年
は
社
内

で
も
部
署
を
異
動
す
る
職
員
が
多
数
お

り
、
今
春
は
心
機
一
転
の
ス
タ
ー
ト
で
す
▼

昨
年
、
一
昨
年
の
こ
の
欄
を
み
て
も
、
毎
年

同
じ
よ
う
な
こ
と
を
轡
い
て
い
ま
す
が
、

「
桜
j
と
い
う
花
が
全
国
各
地
で
踏
み
出
さ

れ
る
新
た
な
一
歩
に
花
を
添
え
、
忘
れ
ら

れ
な
い
瞬
間
を
演
出
し
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
▼
四
季
が
あ
る
日
本
の
風
土
が
生

ん
だ
国
柄
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
と
も
年

を
と
っ
て
き
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
、
こ
の
桜

を
愛
で
る
感
覚
が
少
し
ず
つ
変
化
し
て
き

た
よ
う
に
思
そ
ま
す
し
、
つ
く
づ
く
日
本
人

に
生
ま
れ
た
悦
び
を
感
じ
ま
す
▼
毎
年
当

大
社
春
季
大
祭
（
四
月
一
・
ニ
日
）
時
に
は
、

心
字
池
太
鼓
橋
近
く
の
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が

丁
度
満
開
と
な
り
ま
す
。
た
っ
た
数
本
の
桜

で
す
が
、
こ
の
桜
が
当
大
社
の
職
員
に
と
っ

て
も
、
新
た
な
始
ま
り
を
告
げ
る
重
要
な

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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